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（Centβ2: ACAP2 とも呼ばれる Arf6 の不活性化因子）に着目し、突起伸長におけるこ
れらの複合体の重要性を検討した。 
 Centβ2はこれまでに報告された Rab35結合分子の中で、唯一 Rab35のみを認識する
エフェクター分子である。そこでまず、Centβ2 と他の候補分子の Rab 結合特異性の相
違点に着目し、Centβ2 との特異的結合に関与する Rab35 のアミノ酸残基の同定を試み
た。その結果、Rab35にのみ保存された二つのスレオニン残基（Thr-76及び Thr-81）を
見出し、これらのアミノ酸に変異を加えた Rab35 の点変異体（T76S/T81A 変異体）は
Centβ2との結合能のみを欠損していることが明らかとなった。さらに、神経突起伸長の
モデル細胞である PC12細胞を用いて、Rab35と Centβ2の特異的結合の神経突起伸長に
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 本論文ではまず、リサイクリングエンドソームの制御因子である Rab35 とその特異的な
エフェクター分子である centaurin-β2（Centβ2）の神経突起伸長における重要性を検討した。











は微小管上を駆動するキネシンの一種である KIF13A/B と結合すること、KIF13A/B のノッ
クアウト細胞株でも管状エンドソームの消失が起こることが明らかになった。これらの結
果から、KIF13A/Bは Rab10との結合とモーター活性を介して管状エンドソームの形成を制
御することが示唆された。 
 以上のように、衛藤氏は当該研究分野において卓越した研究成果を挙げており、自立
して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有するものと判断できる。したがっ
て、衛藤貫氏の提出の論文は、博士（生命科学）の博士論文として合格と認める。
